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行ってみたら得をした
～あだち再生館がオープンしました～

9
月
1
日
に
オ
ー
プ
ン
し
た
「
あ
だ
ち
再
生
館
」
で
は
、

リ
サ
イ
ク
ル
に
関
す
る
情
報
の
提
供
は
も
ち
ろ
ん
、
リ
サ

イ
ク
ル
シ
ョ
ッ
プ
、
フ
リ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
の
開
催
な
ど

様
々
な
こ
と
を
行
っ
て
い
ま
す
。気
軽
に
1
1リ
サ
イ
ク
ル
」

が
楽
し
め
る
場
所
。
ぜ
ひ
、
来
て
見
て
く
だ
さ
い
。

環
境
や
リ
サ
イ
ク
ル
の
展
示
も
充
実
!

展
示
・
資
料
コ
ー
ナ
ー

館
内
に
は
コ
ン
ポ
ス
ト
化
容
器
や
、

リ
サ
イ
ク
ル
製
品
な
ど
の
展
示
岑
ほ
じ

め
、
環
境
・
リ
サ
イ
ク
ル
に
関
す
る
書

籍
、
ビ
デ
オ
黔
備
え
て
い
毒
す
。
館
内

で
の
閲
覧
は
卦
鴛
ん
、
貸
し
出
し
も

し
て
い
ネ
す
。
ぜ
ひ
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

「リ
サ
イ
ク
ル
」
を
学
び
た
い
方
の
た

め
の
場
所
で
す
。

不
用
に
な
っ
た
物
を
素
敵
な
小
物
に
!

リ
フ
ォ
ー
ム
作
業
室
・
り
さ
い
く
る
工
房

リ
フ
ォ
ー
ム
作
業
室
で
は
、
ご
家
庭

で
豕
り
な
く
な
っ
た
ハ
ン
カ
チ
・
風
呂

敷
な
ど
を
利
用
し
た
小
物
作
ひ
な
ど
の

愍
恚
疔
い
ま
す

〝い
ら
な
い
物
を
再

活
用
す
る
"
そ
ん
な
ち
ょ
っ
と
し
た
生

活
の
知
恵
を
紹
介
す
る
教
室
で
す
。

ま
た
、
口
さ
い
く
る
工
房
で
も
様
々

な
講
座
を
行
っ
て
い
ま
す
。「
も
う
使

え
な
い
」
と
思
っ
て
い
た
物
が
「
ま
だ

使
え
る
物
」
に
変
身
す
る
不
思
議
な
場

所
で
す
。

毎
回
掘
り
出
し
物
が
い
っ
ぱ
い
!

ミ
ニ
フ
リ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト

再
生
館
2
階
の
テ
ラ
ス
で
は
、
毎
月

第
2
土
曜
日
と
第
4
日
曜
日
、
フ
リ
ー

マ
ー
ケ
ッ
ト
を
行
い
ま
す
(
8
区
腮

。

掘
ひ
出
し
物
が
格
安
に
手
に
入
る
か
も

し
れ
ま
せ
ん
。
お
得
な
こ
と
が
の
る
か

も
し
れ
な
い
コ
ー
ナ
ー
で
す
。

ま
だ
新
し
い
服
だ
け
ど
私
に
は
着
ら
れ
な
い
…

そ
ん
な
物
を
あ
な
た
に
代
わ
っ
て
販
売
し
ま
す

再
生
館
シ
ョ
ッ
プ

再
生
館
シ
ョ
ッ
プ
は
、
皆
さ
ん
か
ら

不
要
に
な
っ
た
日
唇
E
を
お
預
り
し
て

販
売
す
る
お
店
で
す
。
出
品
に
は
登
録

が
必
要
で
す
が
、
一
人
1
回
i
点
ま
で

お
預
り
し
、
販
売
し
ま
す
。
自
分
が
使

わ
な
く
な
っ
た
物
が
あ
る
け
れ
ど
、
フ

リ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
で
お
沍
を
出
す
ほ
ど

数
は
な
い
し
…

そ
ん
な
時
、
譲
n
た

い
方
か
ら
欲
し
い
方
へ
橋
渡
し
を
す
る

お
店
で
す
。

※
お
預
か
り
で
忝
な
い

物
も
あ
2

手
の
で
、
く
わ
し
ぐ
は
お

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い

お
問
い
合
わ
せ
は

あ
だ
ち
再
生
館

　
(
3
8
8
0
)
9
8
0
2

第
3
回
足
立
区
議
会
で
東
京
都
足
立
区
本
庁
舎
跡
利
用

対
策
審
議
会
条
例
を
廃
止
す
る
条
例
を
可
決

本
庁
舎
跡
利
用
対
策
審
議
会
(
会

長
・
小
沢
辰
男
武
蔵
大
学
名
背
教
授

委
昌
石
名
)
は
、
本
年
2
月
か
ら
9
月
2
2

日
ま
で
の
間
、
審
議
を
埀
ね
て
ま
い

り
ま
し
た
。

9
月
2
2日
の
審
議
会
で
は
、
跡
利
用

答
申
骨
子
案
の
審
議
が
行
わ
れ
次
回
も

引
き
続
き
審
議
お
よ
び
答
申
案
提
案
等

が
行
わ
れ
る
予
定
で
し
た
が
。9
月
2
5

日
の
区
議
会
交
諞
で
、
審
議
会
条
例

を
廃
止
す
る
条
例
が
可
決
、
翌
9
月
2
6

日
施
行
さ
れ
窖
じ
た
。

こ
れ
に
よ
り
、
審
議
会
設
置
の
根
拠

規
定
か
な
ぐ
な
っ
た
た
め
、
審
薩

証
9

月
2
2日
の
第
1
3回
を
も
っ
て
終
了
す

る
こ
と
と
な
り
ま
し
た

問
先
卜
企
画

課
(
3
8
8
0
)
5
1
1
1

㈹

ビ
デ
オ
広
報
〝
ル
ッ
ク
イ
ン
あ
だ
ち
N
o
.
7
0
〟

「
み
ん
な
の
ニ
ュ
ー
ス
ポ
ー
ツ
」貸
出
中

映
像
で
ま
ち
の
話
題
や
出
来
事
を
紹

介
し
て
い
る
『ル
ッ
ク
イ
ン
あ
だ
ち
≒

今
回
は
体
育
指
導
委
員
会
が
考
案
し
た

フ
ァ
ミ
リ
ー
テ
ニ
ス
に
つ
い
て
特
集
し

ま
し
た
。
ぜ
ひ
、
ご
覧
く
だ
さ
い
。

貸
出
場
所
川
区
政
情
報
室
、
各
図
書
館

問
先
卜
広
報
課
映
像
担
当

(
3
8
8
0
)
5
1
1
1

㈹

粗
大
ご
み
が
大
変
身

家
具
の
再
生

～
東
京
都
足
立
東
リ
サ
イ
ク
ル
セ
ン
タ
ー
～

東
京
都
足
立
東
リ
サ
イ
ク
ル
セ
ン
タ

ー
で
は
、
皆
さ
ん
に
再
生
家
具
受
理
選

で
提
供
し
て
い
ま
す
。
こ
れ
ら
は
、
す

べ
て
粗
大
冫
が
と
し
て
出
さ
れ
た
も
の
。

再
生
前
の
謇
″牽
夊
と
ご
み
に
し
か

見
え
ま
せ
ん
。
周
り
も
汚
れ
て
い
る
し
、

大
忝
な
傷
も
日
立
ち
乖
歹
。
で
も
、
こ

こ
の
職
員
の
孚
に
か
か
る
と
汚
れ
も
傷

も
き
れ
い
に
な
髦
ヂ
。
も
ち
胃
ん
、

新
品
と
は
違
い
、
小
さ
い
傷
や
、
汚
れ

は
あ
旦
手
か
、
今
ま
で
「
'に刄
」
で

し
か
な
か
っ
た
物
が
使
え
る
物
に
変
身

で
す
。
y」れ
ら
の
物
は
人
気
が
高
く
抽

選
倍
率
も
何
十
倍
、
何
百
倍
も
あ
ひ
当

選
す
る
の
は
か
な
皐
(
変
で
す
か
、
こ

こ
に
来
て
再
生
品
奮
蛩
だ
け
で
も
価

値
あ
り
I
・

ぜ
ひ
、
い
ら
し
て
ぐ
だ
さ

い
。お

問
い
合
わ
せ
は

東
京
都
足
立
東

リ
サ
イ
ク
ル
セ
ン
タ
ー

　
(
5
嵋
J

」)
7
8
0
6

国
民
年
金
適
用
対
象
者
名
簿
を

社
会
保
険
庁
へ
提
供
し
ま
す

国
民
年
金
制
度
の
徹
底
と
芫
実
を
図

る
た
め
、2
0歳
か
ら
5
9歳
の
方
の
な
か

で
厚
生
年
金
も
し
く
は
共
済
年
金
に
加

入
し
て
い
な
い
方
で
新
た
に
、
国
民
年

金
の
対
象
者
と
な
っ
た
方
に
基
礎
年
金

番
号
を
社
会
保
険
庁
で
付
番
す
る
こ
と

に
な
ひ
ま
レ
た
。
そ
の
た
め
、
区
で
は
2
0

驟
か
ら
9
靦
の
方
の
、
住
所
、
氏
名
、

生
年
月
日
、
性
別
の
4
つ
の
情
報
を
社

会
保
険
庁
に
提
供
し
ま
す
。
な
お
、
今

年
度
は
、
制
歳
の
方
か
ら
情
報
提
供
を

行
な
い
ま
す
か

、こ
の
情
報
は
、
基
礎

年
金
番
号
の
付
番
目
的
以
外
に
使
用
さ

れ
る
こ
と
は
あ
n
ま
せ
ん
。
ご
理
解
と

ご
協
力
簒
顛
い
し
ま
す
。
ま
た
、
ご

意
見
や
ご
質
問
の
あ
る
方
は
、
お
問
い

合
わ
せ
ぐ
だ
さ
い
。
問
先
H
S
民
年
金

課
推
進
係

(
3
8
8
0
)
5
1
1
1

㈹

※
社
会
保
険
庁
と
は
、
厚
生
省
の
外
局

と
し
て
、
医
療
保
険
と
年
金
保
険
の
事

業
を
運
営
す
る
機
関
で
す
。
綾
瀬
二
丁

目
に
あ
ろ
跫
立
社
会
保
険
事
務
所
は
社

会
保
険
庁
の
出
先
機
関
で
す
。

名
誉
区
民
　
大
山
雅
二
氏
逝
去

名
誉
区
民
の
大
山
雅
二
氏
が
1
月
2
5

日
、
逝
去
さ
れ
ま
し
た
。

大
山
氏
は
、
昭
和
2
0年
9
月
区
長
に

就
任
後
、
公
選
区
長
二
期
豪
谷
め
、9

年
余
に
わ
た
り
区
長
を
歴
任
し
、
区
発

展
の
基
礎
を
猖
か
れ
ま
し
た
。
ま
た
、

昭
和
3
0年
か
ら
1
8年
間
、
都
戀
滋
員

と
し
て
数
多
い
要
職
を
歴
任
し
、
広
域

行
政
の
視
点
か
ら
本
区
発
展
の
た
め
、

数
々
の
功
績
奮
浅
さ
れ
ま
し
た
。

昭
和
5
7年
1
0月
、
氏
の
襲
艾
化
興

隆
へ
の
貢
献
、
区
の
発
展
に
特
に
寄
与

さ
れ
た
功
績
奮
た
た
え
、
名
誉
区
民
の

称
号
が
贈
ら
れ
奔
し
た
。
享
年
9
9歳
。

謹
ん
で
ご
冥
福
を
お
祈
り
申
し
上
げ

ま
す
。

マ
主
な
経
歴

・
区
長
・
都
議
会
議
貝

・
都
監
査
委
員
・
千
住
防
火
協
会
長

・
保
育
園
理
事
長

◎ あ だち広 報は 毎月5 日・15日・25日/ エクスプレ スは 奇数月1 日発 行 ※ 区民事務 所や駅の広報スタンド など にも 置い てあり ますので、ご 利用ください
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くらしの情報
※
電
話
番
号
は
お
間
違
い
な
く

本庁舎へのお問い合わせは……

3880- 5111㈹
本庁舎以外へのお問い合わせは

それぞれの電話番号へ

国
保
・
年
金

国
民
健
康
保
険
料

1
0月
～
1
2月
分
の
納
付
書
を
お
送
り
し
ま
す

国
民
健
康
保
険
料
1
0月
s
□
月
分
の

納
付
書
を
、
1
0月
2
1日
に
郵
送
し
ま
す
。

国
民
健
康
保
険
料
の
納
期
限
は
毎
月
末

日
(
た
が
じ
1
2月
分
は
1
月
5
日
)
で

す
。
な
お
、
納
め
忘
れ
の
な
い
便
利
な

囗
座
振
替
制
度
も
あ
り
ま
す
。
納
付
書

と
預
金
通
帳
、
潘
眼
印
を
お
持
ち
の
う

え
、
金
融
機
関
・
国
保
課
・
各
区
民
事

務
所
の
窓
口
で
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

問
先
=
国
民
健
康
保
険
課
資
格
賦
課
係

※
口
座
苞
罟
の
y
に戸
ほ
収
納
管
理
係
へ

国
民
年
金
保
険
料
の
免
除
制
度

保
険
料
夲
靹
め
る
こ
と
が
困
難
な
方

に
は
。
免
除
制
度
が
あ
2

チ

。
免
除

さ
れ
た
期
間
の
年
金
額
は
、
納
め
た
場

合
の
1
分
の
F
に
な
ひ
豕
T
か
、
年
金

を
尋
吁
る
た
め
の
資
格
期
間
と
し
て
算

入
さ
れ
求
す
。
ま
た
、
免
除
さ
れ
た
期

間
の
保
険
料
は
、
1
0年
以
内
で
あ
れ
ば
J
{

か
の
ぽ
っ
て
納
め
る
こ
と
が
で
S
ま

す
。
ぜ
ひ
。
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

問

先
卜
国
民
年
金
課
保
険
料
係

女
性
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
'
9
7
に
「
年
金
相
談
コ
ー
ナ
ー
」

女
性
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
に
「
年
金
相

談
コ
ー
ナ
ー
」
奮
獸
け
ま
す
。
年
金
に

つ
い
て
の
疑
問
や
悩
み
が
あ
り
声
瓦

ら
、
ご
相
談
く
だ
さ
い
。
素
敵
な
ブ
レ

ゼ
ン
ト
も
あ
Q
豕
す
。

日
時
乱
2
6

日
㈲
、
午
剪
…一
時
～
午
後
1
時

場

所
H
女
性
総
合
セ
ン
タ
ー

問
先
日
国

民
年
金
課
推
進
係

ね
ん
き
ん

出
張
相
談

日
程
等
日
表
1

内
容
卜
国
民
年
金
の

し
く
み
や
手
続
き
、
保
険
料
の
支
払
方

法
な
ど

※
な
お
今
月
の
夜
間
相
談
は

、

保
塚
セ
ン
タ
1
で
行
い
ま
す

問
先
日

国
民
年
会
罹
進
係

表1　 ねんきん出張相談日程表

夜間開設

健

康

両
親
学
級
　
～
赤
ち
ゃ
ん
を
迎
え
る
た
め
に
～

日
時
日
1
0月
2
4日
窗
、
午
後
L
時
3
0分

～
4
時

対
象
=
妊
娠
―
刀
月
以
降
の

方
と
そ
の
配
偶
者

内
容
口
分
娩
時
の

呼
吸
法
と
補
助
動
作
ヽ
パ
パ
の
洫
t
体

験

定
員
日
3
0人
(
先
着
順
)

費
用
H

無
料

申
込
卜
電
話

場
・
申
・
問

先
日
千
住
保
健
所

(
3
8
8
8
)
4
2
7
7

成
人
健
康
教
室

成
人
健
康
診
査
(
区
内
医
療
機
関
実

施
)
奮
答
麗
方
に
、
保
健
所
、
保
健

相
談
所
で
健
惠
怒
釁
行
つ
て
い
求
す
。

健
診
結
果
を
あ
な
た
の
健
康
づ
く
り
に

お
役
立
て
く
だ
さ
い

。
な
お
受
講
時
は

成
人
健
診
結
果
罘
豕
起
叭
く
だ
さ
い
。

日
程
等
卜
表
2

定
員
卜
各
4
0人
(
先

着
順
)

※
定
員
に
満
た
な
い
場
合
は
、

健
康
審
査
未
受
診
の
方
も
申
し
込
み
が

で
き
ま
す

申
込
日
電
話

申
・
問
先

日
各
保
健
所
・
保
健
相
談
所

表2　 成人健康教室日程

※時間はいずれも、午後1 時30分～3 時30分

いきいき暮らす

足から考える

私の生活

日
程
等
H
表
3

定
員
卜
5
0人
(
先
着

順
)

費
用
日
無
料

申
込
日
電
話

場
・
申
・
問
先
卜
足
立
保
鴟
盾
屁
指

導
佩(

3
8
5
5
)
4
1
5
5
(直
通
)

表3　 いきいき暮らす日程

※ 時間はいずれも、午後1 時30分～3 時30分

今
日
を
生
き
よ
う

あ
な
た
の
悩
み
を
話
し
ま
せ
ん
か

更
年
期
で
体
調
が
崩
れ
や
す
ぐ
悩
ん

で
い
る
方
。
お
し
ゃ
べ
ひ
を
通
し
て
み

ん
な
で
今
日
奮
舌
る
パ
ワ
ー
奮
わ
か
'
{

あ
い
声
し
ょ
う
。

日
時
=
1
0月
2
8

日
㈹
、
午
後
L
時
3
0分
A

時
S

用

日
無
料

申
込
日
電
話

場
・
申
・
問

先
川
足
立
保
四
階

(
3
8
5
5
)
4
1
5
1

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

在
宅
療
養
支
援
を
考
え
る

地
域
で
A
I
D
S

患
者
・
H
I
V

感
染
者
を
支
え
る
た
め
に

エ
イ
ズ
や
肝
炎
な
ど
慢
性
の
愚
染
症

を
持
つ
方
へ
の
1

方
や
介
護
に
つ
い
て
の
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

夲
徳
島
文
璢
大
教
授
・
後
藤
美
代
子
氏

(元
N
H
K
ア
ナ
ウ
ン
サ
ー
)
の
司
会

で
、
医
師
、
看
護
婦
、
保
健
婦
に
よ
り

行
い
ま
す
。
な
お
、「
エ
イ
ズ
を
考
え

る
ポ
ス
タ
ー
コ
ン
ク
ー
ル
&
ビ
デ
オ

展
」
の
表
彰
式
も
行
な
い
李
歹
。

日

時
H
1
1月
袒
励

、
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
こ・

午
後
2
時
～
4
時
3
0分
/
表
彰
式
・小

後
4
時
3
0分
～
i
時

場
所
H
庁
舎
ホ

ー
ル

対
象
H
区
内
在
住
・
在
動
・
在

学
の
方

定
員
=
£
<
(
抽
選
)
*

用
H
無
料

申
込
H
往
復
(
ガ
キ
に
住

所
・
氏
名
・
年
齢
・
電
話
番
号
を
明
記

T
枚
i
人
ま
で
)

期
限
卜
辺
月
3
1

日
消
印
有
効

申
・
問
先
卜
足
立
保
健

所
業
務
係

〒
1
2
1
西
竹
の
塚
2
-
1
2
-
8

(
3
8
5
5
)
4
1
5
3
(

糜
通
)

1
0月
2
8日
か
ら
「
足
立
6
0景
」

エ
コ
ー
は
が
き
を
発
売
し
ま
す

今
年
も
「足
立
6
0景
」
奎
ア
ザ
イ
ン

し
た

。エ
コ
ー
は
が
芦

素
涵
に‥ま

し
た
。1
0月
2
8
Eか
ら
区
内
お
よ
び
近

隣
区
の
郵
便
局
で
発
充
し
ま
す
。「
年

芦

と
朱
書
き
し
、
年
賀
状
と
し
て
も

ご
利
用
く
だ
さ
い
。

価
格
H
1
枚
4
5

円

逼
常
の
5
0円
官
製
は
が
き
よ
り
5

円
安
で
す
)

絵
柄
凵
ギ
ャ
ラ
ク
シ
テ

ィ

問
先
日
広
報
係

この 見本はが きは 、

校 正紙をもとに作
成し たものです

本
の
と
ら
ば
ー
ゆ

図
書
館
の
本
奮
毘
用
の
た
め
、

無
料
で
差
に
r
げ
季
y
。
※
自
動
車

で
の
来
場
は
ご
還
塚
く
だ
さ
い

日

時
日
U
月
I
R
出
・
2
日
㈲
、
午
前
1
0

時
～
午
後
4
時

対
象
H
区
民

場
・
問
先
日
中
央
図
書
館

(
3
8
4
0
)
4
6
4
6

平
成
9
年
度
足
立
区
功
労
者

1
0月
1
日

「区
民
の
日
」
に
、
平
改
9

年
唇
笠
区
功
労
者
表
彰
式
が
区
役

所
―

汞
I

ル
で
行
わ
れ
ま
し
た
。
自

治
功
労
、
社
会
福
祉
功
労
な
ど
1
1分
野

で
、
区
に
永
年
功
労
の
あ
っ
た
2
1
8人の

方
々
が
、
表
彰
さ
れ
ま
し
た
。(敬
称

略
)[自

治
功
労
]

《
区
議
会
議
員
》

芦
川
武
雄
、
鈴
木
秀
三
郎
、
瀬
沼
剛
、

中
嶋
勇
、
馬
場
繁
太
郎
、
藤
崎
貞
雄
、

山
本
明
儀

《
行
政
委
員
》

羣
山
甚
藏

《
消
防
団
員
》

赤
城
豊
吉
、
畔
上
紀
美
雄
、
池
田
昭
一
、

宇
田
川
宗
雄
、
雲
野
紀
雄
、
榎
本
周
司
、

尾
山
好
二
、
金
子
栄
蔵
、
鎌
田
健
男
、

栗
田
眞
之
、
小
林
民
夫
、
小
松
仁
一
郎
、

齊
藤
耕
二
、
佐
久
間
章
、
佐
々
木
茂
、

濟
水
孝
司
、
白
石
芳
雄
、
須
賀
透
、
須

賀
簟
光
、
曹
原
雄
一
、
杉
山
秋
義
、
鈴

木
勝
男
、
鈴
木
志
朗
、
鈴
木
尚
夫
、
鈴

木
正
直
、
関
川
和
男
、
関
根
徳
次
、
高

獵
光
雄
、
高
協
勝
弘
、
高
橋
俊
藏
、
高

橋
秀
夫
、
多
氣
勝
治
、
田
中
良
明
、
告

信
義
、
琴
寵
健
治
、
仲
佐
公
成
、
中

田
勝
久
、
西
城
某
天
、
野
口
睛
夫
、
秀

野
鯵
行
、B
比
谷
安
三
、
深
野
忠
雄
、

藤
原
拓
、
古
庄
敏
行
、
星
野
博
、
星
野

光
嵎
、
本
城
孝
祐
、
宮
本
豊
一
、
横
溝

正
雄
、
渡
辺
長
贋
、渡
邉
罌
窗

《
町
会
・
鼠
器
長
》

市
村
七
廊
、
江
澤
義
雄
、
鈴
木
勒
二
、

田
中
勝
次
、
芳
賀
進
、
半
澤
贋
、
藤
木

二
幸
、
松
本
朝
男
、
水
村
千
足
、
毛
利

晢
男
、
吉
澤
暉
治
、
吉
田
忠
司

《
投
票
管
理
者
・
投
票
立
会
人
》

淺
野
み
っ
、
新
井
邦
夫
、
荒
堀
市
郎
、

石
鍋
通
夫
、
石
山
鶴
男
、
伊
藤
勝
枝
、

岩
濔
惠
美
子
、夘
月
竹
二
郎
、
宇
野
き

く
ゑ
、江
眤
和
子
、
榎
本
高
好
、
大
石

と
ぐ
、
尾
方
秀
基
、
遠
田
實
、
梶
靜
子
、

金
杉
洋
子
、
命
t
徳
子
、
菊
地
澄
、
神

足
薫
子
、
小
久
保
ヤ
ヱ
、
小
宮
年
子
、

小
宮
友
一
、
小
宮
淑
子
、
齋
藤
鉄
太
郎
、

佐
久
間
寿
美
、
白
木
っ
や
、
葉
霽
み

子
、
瀬
田
佳
已
、
田
村
賢
藏
、
力
石
敏

郎
、
鳥
酣
源
次
、
中
川
ゑ
で
、
中
野
惠

美
子
、
野
中
t
み
子
、
野
村
千
代
、
馬

塲
吉
松
、
葉
本
茂
一
、
古
庄
倉
藏
、
堀

内
邦
二
、
横
田
善
二
郎
、
渡
邉
梅
四
郎
、

渡
邊
長
四
郎
、
藁
科
の
ぷ
子

《
行
政
功
労
者
》

落
合
修
二
、
嶋
村
冪
宥
、
高
橋
健
次
郎

[社
会
福
祉
功
労
]

《
杠
会
福
祉
嶌
稟
功
労
者
》

平
野
和
代
、渡
邉
金
作

《
民
生
委
員
・
児
童
委
員
》

蛯
名
喜
代
人
、
大
滝
千
芳
枝
、
金
子
み

き
子
、
須
賀
さ
く
、
瀬
田
敬
一
郎
、
濱

田
英
子
、
増
田
ト
ミ
子
、
松
本
京
子

《
保
護
司
》

石
原
録
郎
、
内
田
節
代
、
佐
藤
正
男
、

千
代
田
安
治
、宮
本
繁
治
、宮
本
勢
津
子

[社
会
生
活
功
労
]

《
防
火
事
業
功
労
者
》

熊
倉
孝
作
、
鳥
海
長
作
、
平
林
芳
子
、

矢
島
嘉
昌

[公
衆
衛
生
功
労
]

《
公
聚
衛
生
行
政
功
労
者
》

水
嶋
晃

《
学
校
保
健
衛
生
功
労
者
》

冨
田
篆
巵

、
中
村
英
輔

《
保
健
医
療
事
業
功
労
者
》

岡
村
義
晃

[垈
茹

育
功
労
]

《
杠
会
教
育
事
業
功
労
者
》

青
木
み
し
子
、
小
林
美
貴
子

《
P
T
A
会
長
》

穴
井
光
子
、
上
杉
匱
敬
、
黒
川
耕
次
、

小
林
正
人
、
瀧
崎
英
則
、
長
谷
川
良
典
、

畠
山
喜
一
、
平
田
丈
雄
、
溝
原
啓
二
、

米
持
昭
治

[建
設
功
労
]

《
土
木
建
設
事
業
功
労
者
》

永
島
久
司
、宮
呀
淺
太
郎
、
森
川
弘
道

《
ま
石
づ
く
り
一
彙
功
労
者
》

鈴
木
哲
雄

[統
計
功
労
]

薊
武
司
、
入
野
愡
弌

大
島
彰
、
岸
一

夫
、
酒
井
英
子
、
高
橋
幸
一
、
中
野
と
t

字

、
中
村
豊
一
、
中
村
稔
、
花
井
継

男
、
福
岡
君
江
、
星
野
敬
子
、
松
下
金

治
、
望
冐
賢
一
、
矢
吹
芳
巳
、
湯
本
惠

美
子
、
横
田
喜
好

[納
税
功
労
]

市
川
守
利
、
大
庫
清
一
郎
、
岡
田
榮
造
、

金
子
治
郎
、
冨
田
次
郎
、
春
田
英
二
、

宮
入
貞
雄
、
村
瀬
任
弘
、
横
山
榮
次
郎
、

吉
田
正
男
、
渡
邉
守
章

[文
化
功
労
]

《
文
化
亊
業
功
労
者
》

石
渡
守
治
、
櫻
木
玄
一
、
平
岡
歌
子

《
艾
化
財
保
護
功
労
畧

石
鍋
藤
三
郎
、
野
囗
芳
夫

[体
粤
功
労
]

《
体
育
亊
業
功
労
者
》

江
川
忠
挺
、
上
圷
舊
叺

高
橋
秀
之
、

瀧
山
酳
司
、
福
田
靜
子

[律
行
者
]

足
立
区
消
費
者
友
の
僉
会
長
飯
沼
文
子
、

足
立
区
仏
教
会
、
足
i

用
金
匯
理
事

長
井
卜
扈
男
、
綾
瀬
パ
ン
ダ
フ
ァ
ミ
リ

ー
代
表
大
久
保
貞
二
、
石
飛
溥
光
、
株

式
会
社
た
ぐ
ち
や
田
口
行
彦
、
鹿
浜
押

部
婦
人
会
代
表
鹿
浜
(
ツ
江
、
濟
水
正

雄
、
田
中
彰
、
竹
勇
会
会
長
猪
狩
勇
、

中
央
包
装
機
株
式
会
社
代
表
取
締
役
杉

山
穣
樹
、
柬
亰
近
鉄
観
蠢
(
ス
株
式
会

杠
取
締
役
竹
下
克
司
、
東
亰
都
K
S
D

善
叨
合

笠
支
部
女
性
邵
代
表
藤
井
富

子
、
東
亰
土
建
一
般
労
働
組
合
足
立
支

部
支
邵
長
岩
下
秀
仁
、
柬
部
長
楽
僉
会

長
成
川
丑
之
助
、
西
謇
一迪
誓
羅
合

變
萇
宮
本
武
男
、
野
囗
僉
平
、
延
山

栄
一
、
ポ
ラ
ン
テ
ィ
ア
グ
ル
1
プ
あ
じ

さ
い
、
め
だ
か
の
会
、
山
形
キ
ン
、
立

正
佼
成
会
足
立
教
会
、
ル
ミ
ネ
会
北
千

住
取
締
役
耜
川
幸
重

《
総
務
係
》

○ とん がり ぼうしカ ーニ バル　 とん がりぼうしカ ーニ バルが 、10月26 日(日)に開催され ます。ぜ ひおいで ください 。　日 時=10 月26 日(日)、午 前10時 ～午 後3
時　場 ・申 ・問先= 西部障害福祉総 合センタ ー 　3853- 0632
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福

祉

児
童
育
成
手
当
(
障
害
手
当
)

特
別
児
童
扶
養
手
当
制
度

□
児
童
育
成
手
当
(
障
害
手
当
)

対
象
卜
2
0歳
禾
満
で
心
身
に
障
害
が
あ

り
、
次
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
児
童

を
扶
養
し
て
い
る
方
…
知
的
障
害
で

「
愛
9
1

」
ト
レ
ー
度
/
身
体
障
害

で
「
身
体
障
害
者
手
帳
」I
・
冫
級
/

脳
性
マ
ヒ
裹
ほ

進
行
性
筋
萎
翩
屁

※
所
得
制
限
が
あ
り
ま
す

手
当
月
額
=
1

万
皇
齒
円

□
特
別
児
糞
扶
養
手
当
制
度

対
象
H
迴
塋
凾
で
心
身
に
重
度
お
よ

ぴ
中
度
の
障
害
(
愛
の
手
帳
F
L
I
度

ま
た
は
身
体
障
害
者
手
帳
1

ふ

蘓

程

度
)

を
も
っ
児
單
を
扶
養
し
て
い
る
方

※
次
に
該
当
す
る
璢
合
に
は
支
給
さ
れ

豈

尤

・・・
所
得
が
限
度
額
弓

あ

る
/

児
篤
が
施
設
に
入
所
し
て
い
る
/

児
重

が
障
害
奎

埋
由
ま

恚

公
的
年
金
の
受

給
資
格
者
で
あ
る

手
当
月
額
蕊
l
{
度

・・・
5
万
3
5
0円
/

中
度
・・・
3
万
3

千
5
3
0円

―
い
ず
れ
も
―

状
況
に
よ
り
申
請
に
必
要
な
も
の
が

異
な
り
ま
す
の
で

、
お
問
い
合
わ
餮
ヽ

だ
さ
い
。

申
・
問
先
日
児
羃
蛋
贏

ケ
ア
ハ
ウ
ス
六
月
の
入
所
者
募
集
(
空
き
室
分
)

『ケ
ア
「
ウ
ス
六
月
」
は
体
が
や
や

弱
っ
た
こ
と
に
よ
り
不
安
夲
痔
っ
て
い

る
一
人
暮
β
し
の
高
齢
者
や
高
齢
者
夫

婦
の
方
に
、
安
心
し
て
自
立
k

掌
活

を
耨
け
て
い
た
だ
ぐ
た
め
の
軽
費
老
人

ホ
ー
ム
で
す
。
食
事
の
提
供
や
入
浴
の

準
備
、
牛
活
相
談
等
が
鷽
け
ら
れ
ま
す
。

場
所
上
(
月
1
1
6
-
1

対
象
卜
次

の
す
べ
て
に
堊
宇
る
方
・
=区
内
在
住

の
禹
6
0鎭
以
上
の
方
お
よ
び
そ
の
配
偶

者
/
自
炊
が
で
忝
な
い
程
度
の
身
体
機

能
の
低
下
が
認
め
ら
れ
、
患
ほ
高
齢

等
の
た
め
独
立
し
て
生
活
す
る
に
は
不

安
が
認
め
5
れ
る
方
/
歩
行
、
肴
替
え
、

入
浴
、
ト
イ
レ
、
自
室
の
掃
除
等
が
自

分
で
で
霤
Q
方
/
使
用
料
の
負
担
能
力

が
あ
忝
万
/
保
証
人
を
立
て
ら
れ
る
方

入
所
予
定
時
期
日
1
0年
1
月
以
降

※

く
わ
し
ぐ
は
申
込
書
を
ご
覧
く
だ
さ
い

募
集
室
数
H
個
室
希
望
者
若
干
名
(
抽

選
)

※
今
回
夫
婦
癧
捗
曹
筑
か
あ
n

ま
せ
ん
が
、
窖
呆
痔
ち
は
募
奪
U

ま
す

使
用
料
H
年
収
に
応
じ
て
月
額

約
3
～
1
2万
円

期
間
日
1
0月
1
6
m―
H

月
6
日
u
s
=

申
込
用
紙
に
記
入

し
、
本
人
が
施
設
運
営
係
に
直
接
提
出

申
込
用
紙
の
配
布
日
各
福
祉
事
務
所
、

区
民
事
務
所
、
東
・
西
障
害
福
祉
総
合

セ
ン
タ
ー
、
高
齢
者
在
宅
サ
ー
ビ
ス
セ

ン
タ
ー
、
在
宅
介
護
支
援
セ
ン
タ
ー
お

よ
び
施
設
運
営
係
で
期
間
中
に
配
布

申
・
問
先
卜
施
聡
瓔
営
係

ホ
ー
ム
ヘ
ル
パ
ー
養
成
講
習

3
級
課
程
(
都
共
催
5
回
目
)

日
程
等
=
表
4

対
象
=
ホ
ー
ム
ヘ
ル

パ
ー
と
し
て
勵
く
こ
と
を
希
望
し
、
全

回
受
講
で
き
る
区
内
在
住
の
方

定
員

卜
4
4人
(
知
勇

費
用
日
8
千
円
(
テ

キ
ス
ト
代
)

申
込
H
(
ガ
キ
に
郵
便

番
气

住
所
、
氏
名
、
職
業
、
電
話
番

号
、
生
年
月
日
、「
ホ
ー
ム
ヘ
ル
パ
ー

養
成
講
習
受
講
希
望
」
と
明
記

期
限

卜
!
0月
2
4
E必
着

申
先
=
障
害
福
祉

計
画
係

〒
1
2
0
中
央
本
町
1
-
1
7
1
1

問
先
卜
在
宅
介
護
支
援
セ
ン
タ
ー
関
原

　
(
3
8
8
9
)
1
4
8
7

表4　 ホームヘルパー養成講習

※場所は一部を除き、すべて日ノ出町総合ボランティアセンターです

心
身
障
害
者
(
児
)
の

巡
回
相
談
(
予
約
制
)

専
門
の
医
師
が
巡
回
相
談
を
行
い
ま

す
。
補
装
具
、
ぼ
常
生
活
用
兵
な
ど
の

相
談
は
、
こ
の
機
会
竃
揃
用
く
だ
さ

い
。

日
時
H
p
一月
1
7日
團
、
午
後
1

時
1
3
時

場
所
日
竹
の
塚
障
害
福
祉

館

豪
当
日
、
車
で
の
ご
来
場
は
、
で

夸
(
だ
け
ご
還
渾
く
だ
さ
い

対
象
H

心
身
に
障
害
の
あ
る
万

定
員
日
叩
入

申
込
卜
電
話
ま
た
は
直
接
窓
口
(
予
約

制
)

申
込
期
間
儿
H
月
4
日
～
1
4日

申
・
問
先
卜
各
福
祉
事
務
所
(
表
5
)

表5　 福祉事務所一覧

催
し
物

'
9
7
消
費
者
展

ひ
ろ
げ
よ
う
　
正
し
い
知
識
　
確
か
な
く
ら
し

日
時
H
亅
弓
7
日
窗
、
午
前
1
0時
～
午

後
4
時
/
8
日
出
、
午
前
1
0陬
～
午
後
3

時

内
容
H
消
費
煮
叨
体
・
グ
ル
ー

プ
研
究
発
表
/
公
共
企
業
コ
ー
ナ
ー
/

バ
ザ
ー
/
フ
リ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
/
各
種

即
充
コ
ー
ナ
ー
/
親
子
工
作
教
室
/
ア

イ
ロ
ン
教
冤
/
消
費
者
セ
ン
タ
ー
コ
ー

ナ
ー
な
ど

問
先
卜
消
費
者
セ
ン
タ
ー

　
(
3
B
B
o
)
5
3
8
5

□
フ
リ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
出
店
者
募
集

消
費
者
展
で
行
う
フ
リ
ー
マ
ー
ケ
ッ

ト
の
出
店
者
を
募
集
し
ま
す
。

日
時

卜
1
1月
7
貝
甼
8
a

出
、
午
前
1
0陬

～
午
後
3
時

場
所
凵
エ
ル
ーソ
フ
ィ

ア
4
階
ホ
ー
ル

募
集
区
画
数
卜
1
5区

画
(
2
m
X
2
m
)

費
用
H
网
円

申
込
卜
(
ガ
キ
に
住
所
、
氏
名
、
電
話

番
号
、裘
笛

辺
物
の
内
容
を
明
記
(
薬

品
、
食
料
品
、
動
物
、
品
質
保
証
の
で

煮
な
い
も
の
は
不
可
)

※
↓
世
帯
F

通
の
み
。
応
募
者
多
数
の
場
倥
插

選
。

な
お
当
落
に
つ
い
て
は
、
当
選
者
へ
の

通
知
を
発
表
に
代
え
さ
せ
て
い
た
だ
き

ま
す

期
限
日
1
0月
2
2日
消
印
有
効

申
・
問
先
卜
范
気
ひ
サ
イ
ク
ル
協
会

事
務
局
(
足
立
区
リ
サ
イ
ク
ル
セ
ン
タ

ー
内
)

〒
閇一中
央
本
町
2
-
9
-
1

　
(
3
8
8
0
)
9
8
0
2

水
上
バ
ス
の
旅
「
あ
だ
ち
リ
バ
ー
ウ
ォ
ッ
チ
ン
グ
」

日
時
H
H

月
1
4日
畄

、
午
前
1
0時
～
午

後
1

時

場
所
H

千
住
曙
町
船
着
場
～

吾
妻

橋
～
両
国
―
n

ど
き
橋
L

有
明

(東
京
ビ
ッ
グ
サ
イ
ト
・
国
際
展
示

場
)
L

時
間
自
由
見
学
卜
東
京
港
～
レ

イ
ン
ボ
1
べ
ひ

ツ
ジ
～
臨
海
部
～
荒
川

上
ひ
～
隅
田
水
門
～
千
住
曙
町
船
着
場

対
象
日
観
光
S

会
会
員
と
家
族
お
よ
び

区
内
在
住
の
方

定
R
H

川
人
程
度

(抽
選
)

費
用
H

▽
観
光
S

会
会
員

・・・
3
千
円

▽
会
員
家
族
・・・
3
千
5
0
0円

▽
一
般
・・・
4
千
円
(
い
ず
れ
も
昼
食
付

き
、
当
日
現
地
で
支
払
い
)

申
込
卜

往
復
(
ガ
キ
に
希
望
者
全
員
{一氏
名
、

年
齢
、
住
所
、
電
話
番
号
、
侖
員
・
会

員
家
族
こ

般
の
別
、
百
月
リ
バ
ー

ウ
ォ
ッ
チ
ン
グ
希
屏

と
明
記
。
重
複

申
込
は
無
効

期
限
日
1
0月
苔

鶺
印

有
効

申
・
問
先
必
見
曼
ひ
パ
ー

ウ
ォ
ッ
チ
ン
グ
跫
て
産
業
振
興
課
)

〒
潤一中
央
ま
町
1
-
1
7
-
1

子
育
て
支
援

子
ど
も
も
大
人
も
楽
し
め
る

伊
興
遺
跡
文
化
ウ
オ
ッ
チ
ン
グ

□
昔
々
の
伊
興
の
お
は
な
し

日
時
=
1
0月
2
5日
出
、
午
後
1
時
3
0分

開
演

講
師
H
郷
土
博
物
館
学
芸
員

□
火
お
こ
し
を
体
験
し
よ
う

日
時
器
…一月
2
6日
㈲
、
正
午
～
午
後
3

時

※
住
区
ま
つ
n
を
同
時
開
催
し
て

い
ま
す

―
い
ず
れ
も
―

場
所
卜
東
伊
興
住
区
セ
ン
タ
ー

問
先

日
住
区
推
進
課

せ
い
ぶ
む
ら
ま
つ
り

日
時
日
1
0月
2
6日
网

正
午
～
午
後
3

時

内
容
卜
模
擬
店
/
あ
そ
う
ほ
う
コ

ー
ナ
ー・
/
展
示
/
か
く
し
芸
/
福
引
な

ど

場
・
問
先
日
西
部
児
竜
鰓
・
老
人

館

　
(
3
8
9
7
)
5
0
1
6

お
知

ら
せ

乾
電
池
回
収
ボ
ッ
ク
ス

紙
パ
ッ
ク
回
収
ポ
ス
ト
新
設
の
お
知
ら
せ

次
の
施
設
に
乾
電
池
回
収
ボ
ッ
ク
ス

と
紕
パ
ッ
ク
回
収
ポ
ス
ト
を
新
た
に
設

置
し
奔
し
た
。
▽
あ
だ
ち
再
生
館
(
中

央
本
町
2
-
9
1
1
)

▽
花
畑
桑
袋

保
育
園
(
花
畑
8
-
5
-
1
5
-
1
0
1、紙

パ
ッ
ク
回
収
ポ
ス
ト
の
み
)

問
先
日

リ
サ
イ
ク
ル
推
進
課

1
0年
4
月
入
園
の
区
立
幼
稚
園
児
募
集

募
集
す
る
圜
卜
表
6

応
募
資
格
日
区

内
在
住
の
4
歳
児
(
5
年
4
月
2
日
～
6

年
4
月
1
日
生
)
、i
歳
児
(
4
年
4

月
2
日
F
5
年
4
月
1
日
生
)

受

付
日
時
裁
…河
3
1
E
～
1
1月
1
日
、
午

後
L
時
3
0分
I
3
時
3
0分

受
付
場
所
H

入
園
希
望
の
各
区
立
幼
稚
園

※
申

叺
用
紙
・
募
集
要
項
は
各
区
立
幼
稚
園

・
区
民
事
務
所
・
児
童
館
・
教
育
委
員

会
で
1
0月
1
5日
か
殳
配
布
。
各
幼
稚
園

は
午
前
9
時
～
午
後
3
時
3
0分
(
土
曜

日
は
正
午
ま
で
)

選
考
日
卜
第
一
次

選
考
は
、1
1月
6
日
に
入
園
希
望
の
各

幼
稚
園
で
行
い
嫐
歹

問
先
卜
学
事
係

表6

長
野
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
と

山
ノ
内
町
P
R
コ
ー
ナ
ー
新
装

あ
と
1
0
0
日
啻
6

に
近
つ
い
た
長
野

オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
ー
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
。

大
会
と
友
好
都
市
山
ノ
内
町
の
観
光
情

報
等
を
盛
り
込
ん
だ
区
役
所
ア
ト
リ
ウ

ム
内
の
P
R
コ
ー
ナ
ー
を
1
0月
朷
め
に

リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
し
声
し
た
。

□
グ
ッ
ズ
の
販
売

パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
成
功
の
た
め
グ
ッ

ズ
夲
販
売
し
て
い
家
歹
。
ア
ト
リ
ウ
ム

に
見
本
が
あ
2

ヂ

。

販
売
場
所
・

問
先
日
都
市
提
摂
堀
一

旅
券
(
パ
ス
ポ
ー
ト
)
の

申
請
用
紙
を
交
付
し
て
い
ま
す

都
・
牛
活
文
化
局
旅
券
課
で
交
付

し
て
い
豆
'一
券

癶
ス
ポ
ー
ト
)
の

申
請
用
紙
は
、
区
役
所
に
も
あ
n
ま

す
の
で
K
J利
用
く
だ
さ
い
。
な
お
、

申
請
受
付
等
は
従
来
ど
お
り
都
で
行

い
、
区
で
は
取
ひ
扱
い
奕
て
ん
の
で

ご
了
承
く
だ
さ
い
。

交
付
場
所

。

・
問
先
日
国
際
交
流
根
当

駅
前
放
置
自
転
車
ク
リ
ー
ン
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン

1
0
月
2
2
日
～
3
1
日

「
困
ひ
廖
歹
・自
転
車
置
き
ざ
り
知

ら
ん
ぷ
り
」
を
藐
一
標
語
に
、
都
内
一

斉
に
第
1
4回
駅
前
放
置
自
転
車
ク
リ
ー

ン
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
を
行
い
嫐
歹
。
期
間

中
は
、
北
千
住
駅
を
ほ
じ
め
と
す
る
区

内
主
要
各
駅
頭
で
豐
屁
動
等
を
展
開

し
豕
す
。
通
動
・
通
学
・
買
物
な
ど
で

多
く
の
方
が
利
用
し
て
い
る
目
転
車
で

す
か
、
手
軽
で
あ
る
た
め
に
、
そ
の
I

部
が
街
の
「
公
害
」
と
な
っ
て
匚
汳
い

ま
す
。
放
置
自
転
車
一
掃
に
は
区
民
の

皆
さ
ん
の
協
力
が
必
要
で
す
。
駅
に
近

い
方
は
で
霤
爾
胼

歩
く
ぷ
つ
に
」
汳

し
ょ
う
。
自
転
車
急
用
す
る
方
は
、

自
転
車
置
き
場
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

ま
た
、
自
転
車
に
は
必
ず
住
所
と
名
前

を
記
入
」
y刀
ぶ
ほ
二
重
に
つ
け
"
し
ょ

う
。

問
先
卜
自
転
車
係

ひ
ろ
ば

☆
フ
リ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
出
店
者
募
集
U

月
9
日
旧
、
午
前
以
'
了
午
後
3
時
/

大
谷
田
公
園
/
出
店
料
千
円
/
往
復
(

ガ
キ
に
住
所
、
氏
名
、
電
話
番
脣
を

明
記
し
〒
圀
西
綾
瀬
郵
便
局
留

水
野

(
1
0月
2
5日
必
着
)
/
斉
藤

(
3
8
4
0
)
8
8
5
3

☆
花
畑
共
同
作
業
所
バ
ザ
ー
1
1
月
9

囲
、
午
前
1
0時
3
0分
～
午
後
1
時
3
0分
/

都
立
城
北
養
護
学
校
/
智
0
0の
提
供

を
お
願
い
し
嫐
歹
/
芹
畑
共
同
作
業
所

　
『
3
6
p
』
0
)
5
7
4
1

☆
ひ
ま
わ
2
一
(同
保
育
所
バ
ザ
ー
1
0

息

冒

、
午
前
1
0時
叩
分
/
江
北
笙
(

公
園
/
物
品
の
提
供
夲
お
願
い
し
求
す
/

ひ
裹
冐
兵
同
保
育
薗

(
3
8
9
8
)
6
1
8
3

☆大谷田祭　10月19日(日)、午前10時30分～午後2 時30分/ 模擬店、アトラクションなど/ 都・大谷田更正館 　3605―3780
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綾
瀬
川
ク
リ
ー
ン
大
作
戦

綾
瀬
川
を
き
れ
い
な
川
に
す
る
キ
ャ

ン
ペ
ー
ン
を
実
旒
じ
ま
す
。
こ
の
催
し

は
、
『綾
瀬
川
清
流
ル
ネ
ッ
サ
ン
ス
2
1

地
域
協
議
会
』
が
主
催
し
、
綾
瀬
川
流

域
の
区
市
で
一
斉
に
実
施
さ
れ
ま
す
。

足
立
区
は
綛
飾
区
夊
局
で
、
建
設
省

や
東
京
都
な
ど
の
関
係
団
体
の
ほ
か
、

環
境
活
動
グ
ル
ー
プ
な
ど
多
く
の
区
民

参
加
で
行
い
ま
す
。
パ
ネ
ル
展
示
の
ほ

か
工
作
コ
ー
ナ
ー
も
あ
り
ま
す
。

日

時
日
1
0月
2
6日
興

午
前
1
0時
3
0分
～

午
後
2
時
3
0分

場
所
凵
J
R
亀
有
駅

南
口
広
場

問
先
日
環
境
課
調
整
係

　
(
3
8
8
0
)
5
1
1
1

㈹

地

域
指

導

者

養

成

講

座

Ⅲ

子
ど
も
た
ち
の
時
間

大
人
と
子
ど
も
の
基
本
的
な
関
係
に

つ
い
て
、
も
う
一
度
考
凡
直
し
て
み
ま

せ
ん
か
。

日
程
等
凵
下
表

場
所
日

青
年
セ
ン
タ
ー

対
象
凵
1
6歳
以
上
で

青
少
年
団
体
活
動
、
青
少
年
教
育
活
動

等
に
携
わ
っ
て
い
る
方
、
そ
の
他
興

味
・
関
心
の
あ
る
方

講
師
囗
内
山
節

氏
(
哲
学
者
)

費
用
H
無
料

申
込

凵
電
話

期
限
凵
H
月
1
0日

申
・
問

先
卜
少
年
育
成
係

(
3
8
8
0
)
5
1
1
1

㈹

地域指導者養成講座 Ⅲ日程

※ いずれも木曜日、時間は 午後7 時～9 時

区
民
企
画
講
座

フ
ェ
ミ
ニ
ズ
ム
を
問
い
直
す

女
性
学
誕
生
か
ら
2
0年
奮
蛙
た
今
、

「
女
性
亟
驚
極
ぐ
問
題
」
に
つ
い
て

、

今
日
的
な
実
践
方
法
を
探
り
ま
す
。

日
程
H
左
下
表

対
象
卜
区
内
在
住
、

在
動
、
在
学
の
方

申
込
凵
電
話
(
先

譱
岨
)

※
2
歳
以
上
学
齢
前
の
お
子

弌
ん
の
保
育
を
」乖
す
。
希
望
百
れ
る

方
は
お
子
さ
ん
の
氏
名
、
性
別
、
生
年

月
日
夲
£
知
ら
せ
ぐ
だ
さ
い
(
1
1月
5

日
に
保
育
オ
リ
エ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
を
行

い
ネ
す
)

場
・
申
・
問
先
卜
女
性
総

合
セ
ン
タ
ー

(
3
8
8
0
)
5
2
2
2

子
育
て
セ
ミ
ナ
ー

子
供
の
け
が
と

予
防
に
つ
い
て

事
故
を
禾
然
に
防
ぐ
た
め

、
子
供
た

ち
の
行
動
や
食
牛
活
な
ど
を

消
防
署
救

急
隊
員
、
保
母

、
栄
養
十
な

だ
か

ら
学

が
ま
せ
ん
か
。

日
時
卜
H
月
6

・
1
3

・
2
0
・
2
7日

、
い
ず
れ
も
木
曜
日

、
午

前
1
0
時
～
正
午

内
容
凵
救
急
法
/

事

故
は
ど
P

し
て
起
き
る
の
7
・
/
孑
政
一
の

食
生
活
/
子
供
の
た
め
の
危
害
危
険
情

報

対
象
卜
幼
児
の
い
る
お
母
さ
ん

※
お
孑
さ

ん
の
保
育
を
し
嫐
T

。
く
ゎ

し
く
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い

定
S

卜
1
5人
(

先
着
順
)

費
用
凵
無
料

場
・
申
・
問
先
卜
青
年
セ
ン
タ
ー

(
3
8
9
0
)
0
0
6
1

区民企画講座日程

※ いず れも 水曜日、時間は 午後6 時45 分～8 時45 分。11/ 30

の み午後1 時30 分～4 時30 分

スケッチ
あだち

秋
だ
!
ま
つ
り
だ
!

み
ん
な
で
ワ
ッ
シ
ョ
イ

9
月
1
3日
か
ら
の
連
休
に
区
内
の
各

地
域
で
お
祭
り
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
そ

の
中
で
も
、
足
立
6
0景
に
瀲
ほ
れ
た
千

住
の
ま
つ
n
と
第
七
地
域
ま
つ
り
は
大

勢
の
人
が
集
ま
り
大
変
盛
口
玉
が
り
ま

し
た
。

宿場町の面影を伝える旧街道にて(
千住本町五町会)

万灯の明りが夜目にも鮮やか(
千住祭連)

10年後は、ワタシたちにまかせてね～(
第七地域まつり)

街中総出で大にぎわい(
第七地域まつり)

実りの秋!
区内のクリ畑で
幼稚園児が
クリ拾い

9
月
1
8日
、
区
立
江
北
幼
稚
園
の
年

長
児
2
6人
が
興
野
二
丁
目
の
蓮
沼
清
さ

ん
の
ク
リ
畑
で
ク
リ
拾
い
を
行
い
ま
し

た
。
ク
リ
の
木
を
見
る
の
も
、
ク
リ
拾

い
童
y
る
の
も
初
め
て
の
子
供
た
ち
、

手
袋
を
し
て
ビ
ニ
ー
ル
袋
夲
痔
つ
と
畑

の
中
ヘ
ー目
散
。
初
め
は
と
が
っ
た
イ

ガ
に
恐
る
恐
る
の
手
つ
き
で
し
た
が
、

慣
れ
て
し
恚
7
と
あ
っ
と
い
う
間
に
袋

は
ク
リ
で
い
っ
ぱ
い
。
袋
の
中
旁
先
生

に
見
せ
て
自
慢
げ
な
顔
で
し
た
。

ク
リ
畑
は
丸
々
と
実
っ
た
ク
リ
と
園

児
の
歓
声
で
あ
ふ
れ
て
い
ま
し
た
。

全国大 会も ガンバッて!

潤
徳

女

子

高
等

学

校

東
京
都
吹
奏
楽
コ
ン
ク
ー
ル
で

金
賞

9
月
2
1日
に
行
わ

れ
た
東
京
都
吹
奏
楽

コ
ン
ク
ー
ル
で
、
潤

翆
艾
子
高
等
学
校
吹

奏
楽
部
が
金
賞
を
受

賞
。東
京
都
代
表
と

し
て
全
国
大
会
に
出

場
し
ま
す
。
全
国
大

会
は
1
0月
1
8日
。
日

頃
の
努
力
が
実
る
よ

う
に
ガ
ン
バ
っ
て
く

だ
さ
い
。

練習はいつも真剣! 雨の中、
鹿浜の獅子

が舞う

9
月
1
5日
、
鹿
浜
で
獅
子
舞
が
行
わ

れ
ま
し
た
。
こ
の
獅
子
舞
は
、
区
の
又

化
財
に
も
指
定
さ
れ
て
い
る
も
の
で
、

鹿
浜
地
区
の
4
神
社
で
交
代
で
行
わ
れ

て
い
ネ
す
。

今
年
の
順
番
は
島
氷
川
神
社
。
若
者

の
演
じ
る
獅
子
が
、
笛
と
太
鼓
の
音
や

小
学
生
の
扮
す
豆
化
笠
衆
と
ぴ
っ
た
り

思
牙
合
わ
せ
、
勇
壮
な
舞
を
見
せ
て
ぐ

れ
ま
し
た
。

交通ルール・マナーを守ってね
9
月
1
2日
、
足
立
区
老
人
ク
ラ
ブ
連

合
会
に
よ
る
交
通
安
全
パ
レ
ー
ド
が
行

わ
れ
ま
し
た
。
警
視
庁
の
鼓
隊
も
参
加

し
、
約
聊
人
の
パ
レ
ー
ド
は
、
北
千
住

駅
西
口
を
田
発
、
旧
日
刄
盾
覃
通
り
、

千
住
仲
町
ま
で
を
行
進
。
オ
レ
ン
ジ
の

は
っ
ぴ
、
交
通
安
全
の
た
す
き
姿
で
交

通
安
全
夲
呼
び
掛
け
沢
レ
た
。

同
日
、
区
役
所
の
庁
舎
ホ
ー
ル
に
は
、

区
内
の
小
学
4
年
生
約
聊
大
が
集
ま
ひ
、

「
小
学
生
交
通
安
全
の
つ
ど
い
」
が
開

催
さ
れ
ま
し
た
(
足
立
区
、
区
教
育
委

貝
会
、
区
内
一
警
察
署
、―
交
通
安
全

協
会
共
催
)
。
梅
島
第
一
小
学
校
の
鈴

木
宏
典
さ
ん
と
=
晟
侑
香
さ
ん
の
交
通

安
全
宣
言
に
続
き
、
交
慂
筌
指
導
や
、

警
視
2
:
暴

隊
に
よ
る
ア
ニ
メ
の
主
題

歌
の
演
奏
な
ど
も
。
参
加
し
た
髻
沢
ん

は
、
交
通
ル
ー
ル
ー
マ
ナ
よ
厚
る
こ

と
の
大
切
さ
を
学
び
掫
レ
た
。

サ
ト
イ
モ
の
花
が
咲
い
た

め
っ
た
に

見
ら
れ
な
い
!

9
月
初
旬
、
伊
興
本
町
二
丁
目
の
田

中
正
次
さ
ん
の
畑
で
、
サ
ト
イ
モ
の
花

が
咲
い
て
い
る
と
の
情
報
。
「
5
0年
以

上
晨
業
夸
や
っ
て
い
ま
す
か
、
廿
ト
イ

モ
の
花
を
見
た
の
は
朷
め
て
で
す
」
と

田
中
さ
ん
。
花
は
溽
黄
色
の
筒
状
の
形

で
。
花
弁
の
長
牋
鴣
噐
程
も
あ
り
、

大
忝
な
葉
の
下
に
隠
れ
る
ぷ
つ
に
咲
い

て
い
ま
し
た
。

◎「あ だち広報」は再 生紙を使用し ていま す K　240, 000


